
1

発行：NPO 法人富士市のごみを考える会 2012 年 8月 9日

お問い合わせ：富士市水戸島 343－1-302 縣 昌司

℡fax：63－5697 mail: temp00039229@ab.thn.ne.jp

HP：http://fujigomizero.sakura.ne.jp

＜活動報告＞

1). 吉原小学校環境教育（対象４年生）３回実施 第 2 日目

① 日時： 平成 24 年 7 月 11 日（水） 8：30～8：40

2). 青葉台小学校環境教育（対象 4年生）３回実施 第 2日目

① 日時： 平成 24 年 7 月 13 日(金) 8：00～8：30

 両校とも、第 1回目の授業で作った「生ごみボカシ」を校庭の夫々の畑に埋めた。

3). 平成 24 年度第 1 回『富士市廃棄物減量等審議会』

① 日時：平成 24 年年 8月 7 日(火) 14：00～16：00

② 場所：市役所 10階 縣理事長出席

③ 議事

1) 平成 23 年度ごみ処理状況について

市当局より前年度との対比で資源物量と資源率について次の説明あり。

資源物の構成成分の変遷
（行政回収のみ）
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容器包装プラの回収開始

早くもリバウンド現象発生

古紙類が減少したのは、回収形態が行政回収
から、集団回収、拠点回収へと変化しただけ。
古紙類そのものが減少したわけでは決してない。

縣理事長から

 容器プラ等のリバウンド現象への対応策として本年度重点事業は何かの質問に対し、

市当局より、特別な重点策は無く、現状の対策を広く進めるとの回答あり

 出前講座の開催などすべきと提案（縣理事長）

2) 平成 24 年度事業の取組について

3) ごみマイスター制度の見直しについて
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4). イオングループからの 24 時間テレビ「愛は地球を救う」募金活動への協力

① 日時：平成 24 年年 8 月 8 日(水) 10：30～11：

30

② 場所：マックスバリュ八幡町店

③ 内容：会員 11 名参加し、呼びかけに対し

多くの人が募金してくれました。

＜これからの予定＞

1). 吉原小学校環境教育（対象４年生）３回実施 第 3 日目

① 日時： 平成 24 年 8 月 31 日（金） 8：30～10：00

2). 青葉台小学校環境教育（対象 4年生）３回実施 第 23日目

① 日時：平成 24 年 9月 4 日（火） 10:25～12:05

 両校とも畑に埋めた『生ごみの状態』を観察すると共に

 リサイクルのテーマの事例としてペットボトルを紹介する。

3). 「消費連 生活展」

① 日時：平成 24 年 9月 22 日（土） 10：00～13：00

② 場所：フィランセ西館

③ 活動：会の活動パネル展示、会ＰＲ

4). 「第 32 回市民福祉まつり

① 日時：平成 24 年 10 月 21 日（日） 9：30～15：00

② 場所：中央公園西側 イベント広場

③ 活動：(リユース食器)

5). 「第 6 回富士市環境ﾌｪｱ」

① 日時：平成 24 年 12 月 1 日（土） 10：00～13：00

② 場所：ふじさんめっせ

③ 活動：(リユース食器、会活動ＰＲ等)

6). リユース食器関連

① 9 月 6日（木）～8日 (土)「鷹岡小学校区通学合宿」用食器 5 種 300 個+スプーン 50 個

7). 富士市のごみを考える会主催の講演会を（9 月）予定しています。

（案）「高齢者を取り巻くごみ問題」をテーマにパネルディスカッション方式で行なう

内容の詳細はその都度通信で報告します。皆様の積極奈参加をお願いいたします。


